
平
成
十
九
年
二
月
二
日
提
出

質

問

第

三

二

号

一
九
四
一
年
の
対
米
開
戦
通
告
の
公
電
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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一
九
四
一
年
の
対
米
開
戦
通
告
の
公
電
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

一
九
四
一
年
十
二
月
の
対
米
開
戦
通
告
に
関
す
る
公
電
の
原
文
は
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
。

二

二
〇
〇
六
年
十
二
月
三
十
日
付
産
経
新
聞
が
、
「
日
米
開
戦

最
後
通
告

外
務
省

公
電
を
改
竄

大
使
館
に
責
任
転

嫁
？
」
と
の
見
出
し
で
、

「
昭
和
十
六
年
十
二
月
の
日
米
開
戦
で
最
後
通
告
の
手
渡
し
が
遅
れ
、
米
国
か
ら
『
だ
ま
し
討
ち
』
と
非
難
さ
れ
た
問

題
で
、
戦
後
、
こ
の
最
後
通
告
の
公
電
が
改
竄
さ
れ
、
外
務
省
が
編
纂
し
た
公
式
文
書
『
日
本
外
交
文
書
』
が
誤
っ
た
ま

ま
収
録
し
て
い
た
こ
と
が
二
十
九
日
、
分
か
っ
た
。
外
務
省
は
『
公
電
の
原
文
が
な
い
』
と
説
明
し
て
い
た
が
、
産
経
新

聞
の
調
べ
で
国
会
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
判
明
し
た
。
原
文
に
あ
る
『
十
四
部
に
分
割
し
て
打
電

す
る
』
と
し
た
重
要
部
分
を
削
除
し
た
も
の
で
、
『
在
ワ
シ
ン
ト
ン
大
使
館
の
怠
慢
に
よ
る
手
交
遅
れ
』
と
の
通
説
に
一

石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

削
除
さ
れ
て
い
た
の
は
、
最
後
通
告
の
打
電
を
知
ら
せ
る
九
〇
一
号
電
の
二
項
部
分
。
原
文
で
は
『
右
別
電
ハ
長
文
ナ

ル
関
係
モ
ア
リ
全
部
（
十
四
部
ニ
分
割
打
電
ス
ベ
シ
）
接
受
セ
ラ
ル
ル
ハ
明
日
ト
ナ
ル
ヤ
モ
知
レ
サ
ル
モ
…
』
と
な
っ
て

い
る
。

一



と
こ
ろ
が
、
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
一
年
二
月
付
外
務
省
編
纂
『
外
交
資
料
・
日
米
交
渉
・
記
録
ノ
部
（
昭
和
十
六
年

二
月
ヨ
リ
十
二
月
マ
デ
）
』
に
収
録
さ
れ
た
九
〇
一
号
電
の
手
書
き
の
写
し
で
は
、
『
（
十
四
部
ニ
分
割
打
電
ス
ベ

シ
）
』
の
部
分
が
削
ら
れ
て
い
た
。

日
本
外
交
文
書
は
こ
れ
を
基
に
平
成
二
年
に
出
版
さ
れ
、
外
交
史
研
究
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

公
電
の
原
文
は
、
大
使
館
も
、
最
後
通
告
電
が
計
十
四
部
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
を
大
使
館
側
が
事
前
に
承
知
し
て
い
た

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

開
戦
当
時
の
日
本
外
交
を
研
究
し
て
い
る
元
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
の
井
口
武
夫
尚
美
学
園
大
名
誉
教
授
に
よ
る

と
、
当
時
は
電
信
事
務
で
は
、
全
部
で
何
分
割
さ
れ
た
か
が
分
か
ら
な
い
状
況
で
は
、
電
信
担
当
官
を
帰
宅
さ
せ
て
は
な

ら
な
か
っ
た
。
逆
に
事
前
に
十
四
部
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
残
り
一
部
だ
け
を
待
っ
て
徹
夜
さ
せ
る
の
は
行
き

過
ぎ
、
と
い
う
。

実
際
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
当
時
の
大
使
館
員
で
唯
一
生
存
す
る
吉
田
寿
一
・
元
大
使
館
電
信
担
当
官
も
今
年
九

月
、
井
口
氏
に
『
最
後
の
十
四
部
目
が
い
く
ら
待
っ
て
も
来
な
く
て
、
ひ
た
す
ら
電
信
室
で
待
っ
て
い
た
が
、
午
前
三
時

過
ぎ
に
、
あ
と
一
部
だ
け
で
山
が
見
え
た
か
ら
、
上
司
に
、
数
時
間
で
も
朝
ま
で
帰
宅
し
て
休
む
よ
う
指
示
さ
れ
た
』
と

二



証
言
し
た
。

結
局
、
最
後
の
一
部
に
事
実
上
の
最
後
通
告
と
な
る
『
日
米
交
渉
の
打
ち
切
り
』
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

井
口
氏
は
、
分
割
電
文
数
が
事
前
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
途
中
で
帰
宅
し
た
大
使
館
側
の
過
失
責
任
に
な
り
う

る
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
『
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
巣
鴨
拘
置
所
に
収
監
さ
れ
た
東
郷
茂
徳
外
相
ら
を
救
う
た
め
、
本
省
側

に
、
一
切
の
責
任
を
大
使
館
側
に
押
し
付
け
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
』
と
改
竄
の
理
由
を
推
理
し
て
い
る
。

日
本
国
際
政
治
学
会
会
長
の
細
谷
千
博
一
橋
大
名
誉
教
授
（
国
際
政
治
）
は
『
書
き
手
が
小
細
工
を
し
た
か
ど
う
か
は

判
別
し
に
く
い
が
、
作
為
を
感
じ
る
』
と
い
う
。

外
務
省
は
当
初
、
『
公
電
の
原
文
は
な
い
』
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
産
経
新
聞
が
国
会
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た

原
文
の
存
在
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
口
頭
で
『
（
写
し
に
）
「
十
四
部
ニ
分
割
打
電
ス
ベ
シ
」
の
文
言
が
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
、
資
料
も
な
く
、
今
と
な
っ
て
は
分
か
ら
な
い
。
外
務
省
と
し
て
は
、
今
後
も
資
料
の
さ
ら
な
る
発
掘
、
研
究
な

ら
び
に
外
交
記
録
の
適
切
な
管
理
に
遺
漏
な
き
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
』
と
回
答
し
た
。
」

と
報
じ
て
い
る
こ
と
（
以
下
、
「
産
経
新
聞
報
道
」
と
い
う
。
）
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

三

細
谷
千
博
一
橋
大
学
名
誉
教
授
が
過
去
に
外
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
外
交
史
料
館
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る

三



か
。
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
期
間
、
業
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
産
経
新
聞
報
道
」
に
お
い
て
、
細
谷
千
博
一
橋
大
学
名
誉
教
授
は
、
「
書
き
手
が
小
細
工
を
し
た
か
ど
う
か
は
判
別
し

に
く
い
が
、
作
為
を
感
じ
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
、
外
務
省
も
認
識
を
共
有
す
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


